2008年4月10日

チーム３：極端現象予測 (Extreme Event Projection) ABC研究会

運営委員会：６－７月，１０－１１月，１－２月（成果報告会と同時）

研究調整委員会：５月２６日（月）

研究成果報告会：平成２１年１月

尾瀬さん：

タイムスライス法による近未来と２１世紀末の予測

現在気候：1979-2003

近未来：2015-2039

温暖化：2075-2099

前期実験（既存モデル）

· 台風の発生頻度・強度

· 降水量の気候分布

· 梅雨前線

· 地上気温・積雪分布

前期実験は旧モデルを用いている。20km TL959L64

台風の発生数。

熱帯低気圧の強風域：温暖化時のほうが強風になる。（村上）

北側さん

超高解像度全球モデルの開発

モデルの問題点の解決。

バイアスの解決

栗原さん：

力学的ダウンスケーリングによる極端現象の高精度予測

5km雲解像領域大気モデル

1km雲解像モデル

5kmモデル　Kai-Fritschパラメタリゼーションを併用

全球モデルを境界とした長時間積分。

各年６～１０月

現在気候

近未来

２１世紀末

（竹見）台風についての実験を行う予定はあるのか？

この期間に含まれている台風は計算される。

顕著事例について、

日本域については全球20kmモデルのモデル面のデータを残してある。

台風のスピンアップの問題があるので、20kmモデルをダウンスケールしても、それだけでよいかどうかは検討の余地がある。

本田さん：

JMA-NHMの改良。

鬼頭さん：栗原さん：杉さん：金田さん

革新プロで実行した20kmモデルの出力値をチーム４で台風実験に利用させていただくことを了解してもらった。

データ提供等の実務は金田さん。データはES上にある。

論文は共著に気象研の方を入れる。

領域は110-160E, 10-50N

尾澤さん（国土交通省）：

中北さん：

京大防災研の研究について

竹見さん：

物理的ダウンスケーリングによる極端現象のシミュレーション

目標：温暖化気候下で起こりうる台風がどの程度強いものになりうるか？

PV inversion（渦位逆変換法）T0612に適用。

高橋さん：

温暖化の台風への影響評価。高潮など

潮汐・高潮・波浪結合モデルSuWAT model

温暖化により台風は

発生数は減少、強度は強くなる。

発生位置は北上、日本へ接近する割合がふえる。

丸山さん

建物強風被害推定法の開発

